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～ 今年もお世話になりました＆よいお年を！ ～ 
～ ギョウカイＮｅｗｓ２０２５！～ 

旅行する人・しない人！？ 
本年４月より､184 日間にわたり開催された大阪関西万博で
国内旅行に盛り上がりが見られ、その国内宿泊旅行市場は
高齢者を中心に二極化が進行しているようです。 
公益財団法人日本交通公社(JTB とは別組織)の調査による
と、年に 1 回も旅行をしない人の割合は、2014 年の 46.8%か
ら､2024 年には 50.5%に上昇。一方､年に 4 回以上旅行をする
人の割合も同時に増加しており､平均旅行回数は 2014 年の
2.37 回から 2024 年の 2.86 回へと約 0.5 回も増加しています。 
60代で旅行しなかった阻害要因Top3は､家計制約27％･ペッ
トがいる 25％･介護 22％と 2014 年には 10％にも満たなかっ
た理由が増大。ただし､年代によって傾向は異なり､年代別に
旅行実施率の変化を見ると、2014 年から 2024 年までの 10
年間で、60 代や 70 代は大きく減少している一方、20 代は増
加。上の年代ほど旅行実施率が大きく減少したために､二極
化が進行したものとみられます。20 代の阻害要因について
は､60 代と同様に｢休暇がとれない｣という阻害要因が減少。
2014 年には 50%が選択しており､阻害要因のなかでは他を大
きく引き離して 1 位でしたが､2024 年には他の阻害要因との
差が小さくなりました。過去 10 年間で 20 代の旅行実施率は
上昇していますが､これは働き方改革などの成果も影響して
いる可能性があります。一方､2014 年はあまり存在感のなか
った｢旅行に関心がない｣｢旅行以外にやりたいことがある｣
｢行きたいと思うところがない｣といった阻害要因が 2024 年に
は上昇しています。10 年前の 20 代は､旅行をしたくても休暇
がとれなかったために、結果として旅行をできなかった人が、
それなりの割合で存在していたと考えられます。一方､現在の
20 代は､｢旅行に行きたくても行けない人｣の割合は減少し､代
わりに｢旅行に行きたいと思わないから旅行をしない人｣が増
加している可能性があるようで､私たちの出番はまだまだある
ようです。 

～来年もどうぞ宜しくお願い申し上げます～ 

いりさんの出張ﾚﾎﾟｰﾄ    ～ こしきしまへ ～ 

□今後ファクシミリ会報｢ダイナマイト FAX｣は不要 

□送信先･ご担当者様変更(下記ご記入の上返信下さい) 

貴社名  TEL 
 

ご担当者 

お役職 
 FAX 

 

 

通信欄(ご意見･ご要望･行きたいところなどお知らせ下さい) 

拝啓 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、当社では誠に勝手ではございますが、年末年始の

営業時間を下記の通りとさせて頂きます。来年も宜しく

お願い申し上げます。ありがとうございます。    敬具 

記 

１２月２６日(金) 通常営業 ０９：３０～１８：００ 

１２月２７日(土)  

    ↓        お休みさせて頂きます 

 １月 ４日(日)  

１月５日(月)～６(火) 短縮営業０９：３０～１３：００ 

 １月７日(水)～ 通常営業 ０９：３０～１８：００  

＊緊急連絡先 ０８０-４１６７-２２３１ 

          ０９０-３２２３-２２３１ 

info@keiyotour.co.jp 

     ※お急ぎ手配は対応させて頂きます    

                   以上 

 

新規事業が始動しました♪ 

Blue Ocean Travelers  

カフェ＆バケーションレンタル 

ぜひご利用下さい！ 

https://onjuku-bot.jp/ 
 

羽田空港[航空便]→福岡空港[地下鉄]→博多駅[九州新幹線]

→川内駅[バス]→串木野港[フェリー]→上甑島里港 約６時間。 

薩摩半島の西側、上甑・中甑・下甑の３島から成る、奄美大

島、種子島に次ぐ３番目の面積を持つ鹿児島県の離島。 

コンビニも高校もなく、島時間がゆっくり流れる１００％絶景の

島々。江戸時代には薩摩藩による密貿易（抜け荷）の拠点・中

継地の一つとして重要な役割を担っていたなどの歴史も数々。 

今回は「薩摩川内市観光物産協会」より、全国で営業活動地

域・種別の違う観光産業関係者７社がお招きを受け、現地の行

政・交通・宿泊・観光関係者との意見交換。宿泊施設や食事・観

光ポイント、トレッキング体験など３日間にわたっての視察・研修

でした。鹿児島空港からの島のゲートウェイである「川内港」「串

木野港」へのアクセスが解決【要望して参りました】すれば、都

心(羽田・成田)からも２泊３日で気軽にコースが組めてお楽しみ

頂けること間違いなしです。２０２６年のバズリ候補地！？(^^) 


